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【緒言】 

冠動脈内のプラークの破綻が血栓を形成し、急性冠動脈症候群を引き起こすこと

は、これまでの多くの研究で明らかとなっている。大きな粥腫を内部に孕んだ冠動脈

プラークは、プラークの不安定化につながり、ひいてはプラーク破綻のリスクとなる。 

近年、従来から使用されていた血管内超音波（Ｉｎｔｒａｖａｓｃｕｌａｒ Ｕｌｔ

ｒａｓｏｕｎｄ：ＩＶＵＳ）の解析技術を応用した、Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｂａｃ

ｋｓｃａｔｔｅｒ Ｉｎｔｒａｖａｓｃｕｌａｒ Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ（ＩＢ－Ｉ

ＶＵＳ）を用いることで、冠動脈プラークの性状評価を行う事が可能となり、病変部

のプラーク破綻のリスク評価につながることが期待されている。 

左冠動脈内主幹部（ＬＭＣＡ）の病変による急性冠動脈症候群は、重大なポンプ機

能失調などにより、非常に厳しい生命予後をもたらす。このため、同領域の病変性状

の評価は有益な情報をもたらす可能性が考えられる。 

ＬＤＬコレステロール/ＨＤＬコレステロール比(ＬＤＬ/ＨＤＬ比)は冠動脈疾患

のリスク予測因子とされており、脂質低下療法の指標の一つともされている。ＩＶＵ

Ｓを用いた４つの大規模臨床研究のメタアナリシスではＬＤＬ/ＨＤＬ比の変化と冠

動脈プラークの変化量には相関があることが示されている。しかしながらＬＭＣＡの

プラーク性状とＬＤＬ/ＨＤＬ比の関係について論じた報告は少ない。そこで我々は安

定労作性狭心症の患者において、非病変部であるＬＭＣＡ内のプラークの性状をＩＢ

－ＩＶＵＳで評価し、高いＬＤＬ/ＨＤＬ比が、同領域の高い脂質性成分割合と相関し

ているものと仮説を立て検証した。 

 

【対象及び方法】 

２００９年８月から２０１０年７月までに左冠動脈前下行枝および左冠動脈回旋

枝の動脈硬化性狭窄による安定労作性狭心症の診断で経皮的冠動脈形成術（ＰＣＩ）

を施行した連続１４０症例を対象とした。患者はすべて事前に６カ月以上のスタチン

投与を行っていた。 

８０歳以上の患者、末期腎障害（ＣＫＤｓｔａｇｅ５）を呈している患者、維持透

析導入後の患者、は除外した。 

血液検査はＰＣＩ施行前に施行され、採血施行前に１２時間以上の絶食時間が設け

られた。ＬＤＬＣＨＯはＦｒｉｅｄｅｗａｌｄの計算式を用いて測定された。 

ＩＶＵＳによるＬＭＣＡ内のプラーク量の測定及びＩＢ－ＩＶＵＳによるプラーク性

状の評価は、ＰＣＩ施行直前に施行された。ＩＢ－ＩＶＵＳでの評価により、プラー

ク成分は、脂質性成分、繊維性成分、その他、に分類され、プラーク全体量に対する

それぞれの分布割合を計測した。 

すべての患者において文書による同意が取得され、また研究プロトコルは倫理委員

会によって承認された。 
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【結果】 

１４０症例の登録のうち、２０症例が除外基準のために研究対象から除外され、１

２０症例が解析対象となった。ＬＤＬ/ＨＤＬ比の中央値は 2.4 であり、対象症例をＬ

ＤＬ/ＨＤＬ比>２．４、ＬＤＬ/ＨＤＬ比≦２．４の二群に振り分けた。ＬＤＬ/ＨＤ

Ｌ比高値群ではＬＤＬ/ＨＤＬ比低値群に比較し、脂質プロフィールの有意な悪化傾向

が指摘された（Ｔａｂｌｅ１）。ＬＭＣＡ領域の定量的冠動脈解析（ＱＣＡ）やＩＶ

ＵＳでの解析では両群に有意差は得られなかった。一方で、同領域のＩＢ－ＩＶＵＳ

での解析では、ＬＤＬ/ＨＤＬ比高値群は、ＬＤＬ/ＨＤＬ比低値群に比較し、脂質性

成分の割合が有意に高値で、繊維性成分の割合が有意に低値であった（Ｔａｂｌｅ２）。

単変量線形回帰分析では、Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ ＩｎｄｅｘとＬＤＬ/ＨＤＬ比が、脂質

性成分量と弱い正の相関関係にあり、繊維性成分量と弱い負の相関関係にあることが

示された（Ｔａｂｌｅ３）。多変量線形回帰分析では、ＬＤＬ/ＨＤＬ比が脂質性成分

量と正の相関関係にあり、繊維性成分量と負の相関関係にあることが示された（Ｔａ

ｂｌｅ４）。 

 

【考察】 

本研究によって、安定労作性狭心症患者のＬＭＣＡ内のプラーク組成の解析におい

て、ＬＤＬ/ＨＤＬ比が高値の患者は、ＬＤＬ/ＨＤＬ比が低値の患者に比較し、脂質

性成分が高値であり、繊維性成分が低値であることが示された。 

また、ＬＤＬ/ＨＤＬ比が、ＬＭＣＡ内のプラークの組成成分の独立した予測因子であ

ることが確認された。 

脂質性成分が多く繊維性成分が少ない冠動脈プラークは不安定プラークとされ、急

–性冠動脈症候群を発症する危険性が高いことが証明されている。また急性冠動脈症候

群はプラーク量がそれほど多くない軽度から中等度程度の狭窄病変から発症すること

が多いとされる。ＬＭＣＡ領域に由来する急性冠動脈症候群は頻度は高くないものの、

発症後の重篤なポンプ失調と致死性不整脈のために厳しい生命予後をもたらす。これ

らのことから、本研究では、高度狭窄を伴わないＬＭＣＡ内のプラーク組成を詳細に

評価する事で、動脈硬化性疾患の進行や過程、急性冠動脈症候群を含めた冠動脈疾患

発症のリスク、を明らかにできる可能性があると考え、同領域を対象血管とした。 

従来より、ＬＤＬＣＨＯ値は冠動脈疾患の予測因子として知られているが、近年、

ＬＤＬ/ＨＤＬ比は、ＬＤＬＣＨＯやＨＤＬＣＨＯの単独測定値よりも正確に冠動脈疾

患の危険性を評価する指標となりうることが報告されている。また、高いＬＤＬ/ＨＤ

Ｌ比が冠動脈内プラークを進展させ、低いＬＤＬ/ＨＤＬ比が冠動脈内プラークの退縮

に寄与することが報告されている。本研究において、高いＬＤＬ/ＨＤＬ比がＬＭＣＡ

内の脂質性成分量と正の相関関係にあることが示された。それは即ち、高いＬＤＬ/

ＨＤＬ比の患者は低いＬＤＬ/ＨＤＬ比の患者に比較し、不安定プラークを多く抱えて

いることを意味し、冠動脈内プラークの進展や破綻による急性冠動脈症候群の発症リ

スクが高くなることが示唆された。これらの患者には、疾患の二次予防の観点から、
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強力な薬剤及び生活習慣の是正による病態の改善が望まれると推測される。 

 

【結論】 

高いＬＤＬ/ＨＤＬ比は、冠動脈造影上は有意狭窄ではないＬＭＣＡ内プラークの

脂質性成量の増加と繊維性成分量の減少と相関している事が示された。 

多変量線形回帰分析にて、ＬＤＬ/ＨＤＬ比は、ＬＭＣＡ内プラークの脂質性成分

量と正の相関を有し繊維性成分量と負の相関を有することが示された。 
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